



2013 年度 聖隷クリストファー大学大学院 
 



















看護学分野 環境・生活支援看護学 看護管理学 
学籍番号：09D003  氏名：粕谷 恵美子 
  
i 




第１章  序 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 
Ⅰ． 研究の背景 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 1 
Ⅱ． 研究設問 ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
 1． 研究の問い（Research Question）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
 2． 研究目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ 3 
Ⅲ． 用語の定義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 3 
 
第２章  文献検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 6 
Ⅰ． プリセプター／看護師をキーワードとする文献・・・・・・・ ・・・・・・・ 6 
Ⅱ． プリセプター／プリセプティをキーワードとする文献 ・・・・・・ ・・・・ 8 
Ⅲ． プリセプター／質的な研究方法をキーワードとする文献 ・・・・・ ・・・・ 9 
Ⅳ． 海外文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 9 
 
第３章  研究方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・ 10 
Ⅰ． 焦点を絞ったエスノグラフィー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
Ⅱ． プリセプター経験の収集の視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 
Ⅲ． 研究の場と対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 
 1． 研究の場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・12 
2． 調査対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 12 
Ⅳ． 調査現場への接近方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ 13 
Ⅴ． 調査期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
Ⅵ． データ収集方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ・ ・・・・・ 14 
 1． 参加観察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 14 
2． インタビュー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 18 
3． 入手可能な既存のドキュメント類 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 20 
4． 研究者の用いた記録ツールの説明 ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 20 
Ⅶ． データ分析方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 
 1．イーミックな見方からの分析（帰納的分析）の方法 ・・・・・・・ ・・・・ 22 
  1） 個々のプリセプターの経験の分析の方法 ・・・・・・・・・・・ ・・・ 22 
  2） プリセプター集団の経験の分析の方法 ・・・・・・・・・・・ ・・・・ 23 
 2． エティックな見方からの分析（演繹的分析）の方法 ・・・・・・ ・・・・ 24 
  
ii 
Ⅷ． 研究の信頼性・妥当性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ 25 
Ⅸ． 倫理的配慮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 
1． 研究参加者への配慮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  27 
2． 研究参加者の負担の軽減 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  27 
3． 個人情報の保護 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・  27 
 
第４章  イーミックな分析結果と解釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 
Ⅰ． 協力プリセプターの属性  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 
 1． A病院のプリセプター特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・  29 
 2． A病院のプリセプターシップ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・ 30 
 3． B病院のプリセプターの特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・ ・ 32 
 4． B病院のプリセプターシップ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ 32 
Ⅱ． 個々のプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  36 
1. Aプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36 
2. Bプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 
3. Cプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 
4. Dプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 
5. Eプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 
6. Fプリセプターの経験の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 
Ⅲ． プリセプター役割を遂行していく過程に見られた経験パターン  ・・・・・   57 
1． プリセプター役割を遂行していく過程に見られた 9つの経験パターン ・・ ・60 
  1)  【初めて責任を持って後輩という存在と関わる経験】 ・・・・・・・・・・ 60 
  2） 【実際の経験を通して職場内の環境やシステムを知る経験】 ・・・・・・ 64 
  3） 【プリセプティを教育し、環境の調整をすることは 
自分が主体にならないと、と気づく経験】 ・・・・・・・・・・・・・ 69 
 4） 【プリセプター仲間との関わりを通して、上司や同僚との 
関わりの必要性を知り、自ら他者に相談をしていくようになる経験】 ・・ 73 
  5） 【自分の指導方法を模索し、戸惑いながらもプリセプティのために 
役立とうと行動しようとする経験】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76 
  6） 【プリセプティとの間で言語化して伝えないと 
伝わらないことを実感して、理解していく経験】 ・・・・・・・・・・・ 85  
  7） 【プリセプティを愛しい存在だと感じるようになる経験】 ・・・・・・・ 89 
  8） 【成功体験ができたときにプリセプターは育つと実感して認識する経験】 ・91 




2． 総括的な 5つの経験パターン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95 
  1)  プリセプターの成長の 4 つの側面（ドメイン） ・・・・・・・・・・・・  95 
(1） ≪「育てていくことは学んでいくことだ」と感じるようになる経験≫ ・・95  
(2） ≪プリセプティに生じる問題を共に乗り越えていくということを 
通して達成感を感じ、それを重ねていくことが大事だと 
考えるようになる経験≫ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 
(3） ≪看護専門家としての共同体への参加意識が高まり、 
共同体の一員となってきている、と気づくようになる経験≫・・・・・・・ 104 
   (4） ≪仕事が楽しくなっていると感じるようになる経験≫ ・・・・・・・・ 107  
2）プリセプターの行動特性の側面（ドメイン） ・・・・・・・・・・・・・・・ 111 
(1)  プリセプターが「プリセプティをケアする経験」 ・・・・・・・・・・・ 111   
(2)「プリセプティをケアする経験」と 
総括的な４つの経験パターン（４つのドメイン）との関係 ・・・ 114 
 
第 5章 エティック(理論的)な分析結果と解釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  115  
Ⅰ． 既存の理論(演繹的)の観点からの分析結果による解釈 ・・・・・・・・・・・  115 
1. 内省支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 118 
2． 二重構造としての成長感 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 118 
3． 職場における能力向上 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121 
4．「仕事の上で飛躍的に成長した出来事：量子的な跳躍 
Quantum leap experience」である ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125 
  5. 職場の中堅になっていける展望取得 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126 
Ⅱ． 臨床経験３年目の看護師のプリセプター経験の成長過程の構造 ・・・・・ 127 
 
第 6章  二重構造としての成長感の傍証の結果・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 
 Ⅰ．研究目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 
 Ⅱ．研究の対象と方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 
 Ⅲ．倫理的配慮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 131 
 Ⅳ．直属の上司とプリセプティから得られた分析の結果 ・・・・・・・・・・・ 132 
1．直属の上司から見たプリセプターとプリセプティの成長 ・・・・・・・・・ 132 
2．プリセプターから得たプリセプティ自身による成長感・・・・・・・・・・・・ 136 






第７章 考 察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 138 
Ⅰ． 3 年目看護師のプリセプター経験の特徴について  ・・・・・・・・・・・・ 138 
１．プリセプターの「二重構造としての成長感」の傍証 ・・・・・・・・・・・・ 138 
２．ケアリングからみたプリセプターの経験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 139 
３．職場学習論からみたプリセプター経験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 142 
４．3年目看護師のプリセプター経験の構造 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 143 
Ⅱ． 先行研究との比較 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144 
１．本研究で見いだされた結果と先行研究との比較 ・・・・・・・・・・・・・・ 144 
２．先行研究との差について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 146 
Ⅲ． 研究目的に照らして ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 147 
Ⅳ． 本研究の位置づけについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 147 
Ⅴ． 本研究の新奇性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 148 
Ⅵ． 本研究からの示唆 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 148 
Ⅶ． 本研究の限界 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 149 
 
第８章 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  151 
 
謝 辞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 152 
 
引用文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 153 
 









看護学分野 09D003 粕谷 恵美子 
Ⅰ．研究の背景と目的 
















































































また、プリセプターシップは入職後 12 か月までとした病院が、833 病院（79.8％）あり、
プリセプターの看護経験はおおよそ何年かという質問に対し、1 年程度が３病院で（0.3％）、
2 年程度が 63 病院（6.5％）、3 年程度が 556 病院（53.3％）、4 年程度が 208 病院（19.9％）、













また、プリセプターの約 60％が、臨床経験 3 年未満ということは、実質的な臨床経験が
2 年であると推測される。このように推測すると、臨床経験 3 年目の看護師がプリセプター
役割を担うことが多いのではないかと解釈できる。 
そこで、臨床経験 3 年目の看護師に関する先行研究をみていくと、臨床経験３年目の看
















   
Ⅱ． 研究設問 
１．研究の問い（Research Question） 
































任命された臨床経験 3 年目の看護師は、任務の終わるまでの 1 年間に、プリセプターをど
のように実際に経験したのかを明らかにすること」である。 













































































































教育／経験」では 60 件であった。「プリセプター／キャリア開発」では 16 件、「プリセプ
ター／成長過程」では 3 件であった。プリセプター／経験学習 0 件、プリセプター／正統
























































































ー／ケア」では 25 件あった。この 25 件の文献を概観すると、プリセプターに焦点がある
ものは 2件（石川等（2005），西田（2007））であった。 
石川等（2005）は、現任教育におけるプリセプターの成長過程を明らかにすることを目


































               
Ⅳ．海外文献 
Pub Medで、Preceptor／ nurseで検索すると、357件、Preceptor／ nurse／Preceptorship 









第３章  研 究 方 法 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
時間
 

























































































































２）フォーマル・インタビュー   





































































































































































































































































































































































Ａの病棟ではプリセプターが 3名任命されていた。4年目 2名、3年目 1名（Ａ）であ








  Ｂの病棟ではプリセプターが 3名任命されていた。4年目１名、３年目 2名（ＢとＣ）
であった。 
プリセプティは、3 名で、専門学校を卒業した 20 代前半の女性 1 名、大学卒業後に社会
人経験を経て、看護専門学校を卒業した 30代前半の女性 1名、同じような経過を経て入職























2010 年度に任命されたプリセプターは、看護師免許取得後 3 年目 3 名、4 年目 9 名（実


















































































Ｄの病棟のプリセプターは、5 名任命されていた。4 年目 1 名、3 年目 3 名、2 年目 1
名であった。 










Ｅの病棟のプリセプターは 4 名任命されていた。5 年目 1 名、4 年目 1 名、3 年目 2 名
であった。 
プリセプティは、4 名で、看護専門学校新卒後の 2名と、他の病院で臨床経験のある看護
師 1 名、20 代前半の看護大学新卒後の 1 名であった。Ｅは、看護大学新卒後のプリセプテ




Ｆの病棟のプリセプターは 8名任命されていた。6年目 2名、5年目 2名、4年目 1名、
3 年目 2名と確認できなかったプリセプター1名であった。 
プリセプティは、8 名で、他病院で経験のある看護師、新卒看護師がおり、詳細について
は確認できなかった。Ｆは、看護専門学校新卒後の 20代前半のプリセプティ⑥（以後⑥N）







2010 年度の新入職者数は、看護専門学校卒業者 26 名、看護短大卒業者 15 名、看護大学




2010 年度に任命されたプリセプターは、病院全体で看護師免許取得後 3 年目 10 名、4




































実施 研修会目的 実施状況 











































 この研修会の状況を知るために、2009年 10 月と 2010 年 12 月に参加させていただいた。 
 






























































＜表 4 個々のプリセプターのコード数＞ 
A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 計
コアカテゴリー 4 4 3 4 3 4 22
カテゴリー 6 8 8 6 6 6 40
サブカテゴリー 16 14 18 18 13 13 92
コンセプト 51 44 52 89 36 39 311
 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「必ず 1 カ月に 1 回は、（プリセプター同士で）集まる日を決めて、それ以外でも、プリセプターが同
じ勤務だと、今日はちょっと、日勤の終わった後、話そうみたいな感じで集まって・・・」 































































































































































































































































































































「まだできないこと一杯あるのは、まあ、今、スタッフが尐なくって。でも 1 年生を 1 人と数えられて















































































































































































































































































































なってしまうし、でも、1 年生も 1 年生なりの考え方があるんだろうなあって思うし、まあ、それでよ
かったのかなって思います。」 
 
















































































































































































































































































２． 総括的な 5 つの経験パターン 
 








リセプターの成長』の 4 つの側面（ドメイン）とプリセプターの行動特性の 1 つのドメイ
ンであるととらえることができた。以下に説明していく。 
 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 中原（2010）によれば、「職場学習論」は 1990年代後半から 2000年代にかけておこった
企業人育成研究におけるコルブ（Kolb，1984）の経験学習モデルに対する再評価を背景に
している。経験学習モデルは、デューイ(Dewey， 2004 )の「経験による学習」および「反


































































































































































































 Lave & Wenger（1991）は、状況に埋め込まれた学習 ( Situational learning) 論に 































































































































































































































４．「仕事の上で飛躍的に成長した出来事：量子的な跳躍(中原 2010) Quantum leap 
experience（McCall 1988)」である。 
臨床経験３年目に任命された初任のプリセプターにとって、プリセプター役割を１年間






















































































































































































































































  研究協力の同意が得られたプリセプターの直属の上司へのインタビューは、表 13のイ
ンタビューガイドを用いた。 
 
  １）プリセプターの成長 

























































務の把握ができるようになった』の 3 つのカテゴリーが抽出された。 
 『周囲のスタッフとの関係性の構築ができるようになった』は、「病棟業務を遂行してい
くうえでのスタッフとかかわりが持てる」「プリセプターからの指導を通しての業務の把握



























































を図 10 に示す。 
 






















































  本研究で得られた 3 年目看護師の初めてのプリセプター経験には、プリセプターとプ
リセプティが共に成長したとプリセプターが感じ得た、「二重構造としての成長感」につい
て、プリセプターの直属の上司と、プリセプターが担当したプリセプティから証言を得た。 















































































































































 中原（2010）によれば、「職場学習論」は 1990年代後半から 2000年代にかけておこった
企業人育成研究におけるコルブ（Kolb，1984）の経験学習モデルに対する再評価を背景に
している。経験学習モデルは、デューイ(Dewey， 2004 )の「経験による学習」および「反









































































































































































































































































































































































































Benner P．（2001）．From Novice to Expert：Excellence and Power in Clinical Nursing 
Practice．井部俊子監訳（2008）．ベナー看護論 新訳版 初心者から達人へ．第 1 
第 4 刷．東京：医学書院 
Benner，P．Sutphen，M．Leonard，V．Day，L．（2011）．Educating Nurses： A Call 
for Radical Transformation．早野 ZITO 真佐子訳（2011）．ベナー ナースを育てる．
東京：医学書院 
深石純子（(2001）．新卒看護婦を指導するプリセプターが感じる困難とサポートとの関連 






























           www.hourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T110628K0060.pdf 
神島滋子,中村恵子,須田恭子他（2009）．救急部門に所属する卒後 3 年目までの看護師の職
場適忚構造 インタビューの分析より．日本救急看護学会雑誌．11 巻 1 号．pp1－11 
川口敦子,後藤勝美,川口泉他（2009）．新人教育について プリセプターシップを導入して．
血液事業．32 巻 1 号 pp19－28 
Lave，J．，Wenger，E．(1991)．Situated learning Legitimate peripheral participation．
佐伯胖訳（2011），状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加 ．東京：産業図書． 
pp7‐16，pp183‐190） 
Leininger，M．編集．（1985）．Qualitative Research Methods in Nursing．近藤潤子, 
伊藤和弘監訳（1997）．看護における質的研究．東京：医学書院 











室田邦子, 濱口紀美子, 吉本好子他（2008）．プリセプター支援体制の実態 アンケート調




永井則子（2009）．第 3版 プリセプターシップの理解と実践 新人ナースの教育法, 
東京：日本看護協会出版会．p45 
中原淳（2010）．職場学習論 仕事の学びを科学する．東京：東京大学出版会．p10． 
日本看護協会（2003）． 平成 14 年度 看護政策立案のための基盤整備推進事業報告書．
東京：日本看護協会．pp395－449 
日本看護協会（2005）．新卒看護職員の入職後早期離職防止対策報告書 













ター制度に関する認識の特徴．福島労災病院医誌 8 号 pp55-63 






因分析と課題．日本手術医学会誌．第 26 巻 4 号．pp362-365 
鈴木綾，竹森裕子他（2003）．プリセプターの成長を促すための効果的な支援についての検 
討．日本看護協会論文集：看護管理．34号 pp213－215 
社団法人日本看護協会（2003）． 平成 15年版看護白書．東京：日本看護協会出版会 
社団法人日本看護協会（2007）． 平成 19年版看護白書．東京：日本看護協会出版会 
平良由香里,豊島三枝子,室伏圭子（2009）．過去 10 年間（1997～2006 年）のプリセプター
シップに関する研究の動向．日本看護学会論文集：看護管理．39 号．pp211-213 



















神奈川県立保健福祉大学実践教育センター看護教育研究集録．30 号 pp222-229 
山本英子（2003）．プリセプターのストレスとサポートシステム 影響因子の分析．看護展




































David B．（2007）．On Dialogue．金井真弓訳（2011）．ダイアローグ 対立から共生へ、
議論から対話へ，東京：英治出版 
Donna，D．（1979）．Research in Nursing Practice．小島通代，岡部聰子，金井和子（1988）， 
看護研究―ケアの場で行うための方法論（pp53－102），東京：日本看護協会出版会 
Duteau,J(2011).Making a Diference:The Value o Preceptorship Programs In Nursing 





職者のキャリアマネジメントのあり方．岐阜県立看護大学紀要．第 5巻 1号．pp3-9 









メント・タイムライン・インタビュー法の活用．看護研究．第 41巻 3号．pp229-238 
医学書院／週間医学界新聞（ 2011）．【座談会】 学びを問い直す．第 2942 号．
http://www.igaku-shoin.co.jp/paperDetail.do?id=PA02942_01 
上泉和子（2008）．系統別看護学講座 別巻８ 看護管理 東京：医学書院． 
John Van Maanen，森川渉訳(1999)．フィールドワークの物語‐エスノグラフ時―の文章
作法‐．東京：現代書館 














Magilvy,J.K.,McMahon,M.,Backman,M.,Roark,S.,＆Evenson,C.（1887），The health of  
teenagers:a focused ethnography.Public health Nursing 4(1).pp35－42 
松井弘美,永山くに子（2007）．乳児を持つ母親の育児行動をめぐるおむつ交換の意味‐ エ 
松尾睦（2009）．経験からの学習‐プロフェッショナルへの成長プロセス‐．東京：同文館 
























Shinners J, Mallory C, Franqueiro T（2013）．Preceptorship today: moving toward 
excellence. J Contin Educ Nurs. Nov 1;44(11):482-3. 
Smith SK, Hecker-Fernandes JR, Zorn C,（2012）．Precepting and mentoring needs of 
nursing faculty and clinical instructors: fostering career development and 
community.J Nurs Educ. Sep;51(9):497-503 
鹿毛雅治．奈須正裕（2004）学ぶこと・教えること‐学校教育の心理学‐,東京：金子書房 
志水宏吉編著（1998）．教育のエスノグラフィー 学校現場の今 京都：嵯峨野書院 
Flick U(2011)．Qualitative Sozialforschung von Uwe Flick.小田博志監訳（2011）．新
版 質的研究入門 ＜人間科学＞のための方法論．東京：春秋社 
和田攻,南裕子,小峰光博編（2010）．看護大辞典．東京：医学書院．P2421 
 
 
